
連結売上高

1兆8,419億円

連結経常利益

1,707億円

セグメント情報

電気事業　
売上高 1兆4,202億円
セグメント利益 545億円
国内販売電力量 

684億kWh

海外事業

売上高 2,775億円
セグメント利益 226億円
海外販売電力量 

142億kWh

電力周辺関連事業
売上高 3,217億円
セグメント利益 928億円

その他の事業
売上高 293億円
セグメント利益 18億円

目 次

エネルギー安定供給と気候変動対応の両立

OutcomeOutputInput

リスクと機会の整理ステークホルダーとの
エンゲージメント

事業活動

すべてのステークホルダーへの適切な還元とフィードバック

価値創造プロセス

＊1 J-POWERおよび電気事業・電力周辺関連事業等を対象として、営業運転している海外を含む連結子会社を集計
＊2  J-POWERおよび電気事業・電力周辺関連事業等を対象として、営業運転している海外を含む連結子会社を集計（連結子会社は出資比率を考慮）
＊3 乾炭28MJ/kg換算

＊4  J-POWERおよび電気事業・電力周辺関連事業等の国内連結子会社および持分法適用会社を集計 
（連結子会社および持分法適用会社は出資比率を考慮）

＊5  Scope1+2+3計

自然資本　

温室効果ガス排出量      6,223万t-CO2
＊4、5

SOx排出量 0.9万 t
NOx排出量 2.3万 t
維持流量による河川環境の保全

社会・関係資本　
生活基盤を支える電力の提供
持続可能なサプライチェーンの構築

知的資本
化石電源のゼロエミッション化に向けた 
技術開発による持続可能な社会への貢献

人的資本　
安全かつ健康で働きがいのある職場環境
の提供
出産休暇取得者数

男性101名、女性26名

育児休業取得者数

男性85名、女性43名など

製造資本　
低廉で安定的な電力を供給できる設備

財務資本
安定的・継続的な株主還元

連結配当性向 14.5%
※2004年上場以来減配無し

事業と直結した
サステナブル経営

財務・非財務の相補的な 
取り組みによる企業価値の向上

サプライチェーン一貫の
ビジネスモデル

経営層のコミットメント

• p.13　社長メッセージ
• p.86　役員報酬
• p.87　社外取締役インタビュー

企業価値を 
支える基盤の強化

• 人財開発
• 人の尊重
• DXへの取り組み
•  コーポレート・
ガバナンス

事業を通じた 
社会課題の解決

• 気候変動対応
•  地域環境への
取り組み

•  地域社会への貢献

イントロダクション 提供する価値 戦略と事業 TCFD提言に基づく情報開示 サステナビリティ戦略 データセクション
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外部環境の変化／メガトレンド

・気候変動問題　・電力の安定供給　・エネルギーセキュリティ
・国内人口減少・過疎化　・ESGへの関心の高まり

戦略と 
目標

マテリ
アリティ

自然資本

総取水量：      607億m³ 
＊1

石炭消費量： 1,514万 t
＊2、3

社会・関係資本
ビジネスパートナーとの協働
ステークホルダーとの信頼関係

知的資本

研究開発費： 103億円（連結）
長年培われた技術

人的資本 

連結従業員数： 7,078名
（うち海外事業従事者　650名）

製造資本
営業運転中の発電設備： 

国内 1,797.0万kW
（うち再生可能エネルギー907.8万kW）

海外 806.7万kW
（うち再生可能エネルギー81.9万kW）

財務資本

株主資本： 9,778億円

有利子負債： 1兆8,858億円

連結自己資本比率 32.3％

J-POWER 
“BLUE 

MISSION 
2050”

中期 
経営計画

CO2 
削減目標

エネルギー
供給

気候変動 
対応

人の尊重

地域との 
共生

事業基盤の 
強化

顧 客

地域社会

従業員

株 主

送変電発電

燃料調達
エネルギー
サービス




